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希少価値の高いレアメタルの高精度分析により、資源化・回収の技術開発をサポートいたします。

レアメタルの資源化・回収のための分析・評価

レアメタルとは

分析・試験例のご紹介

レアメタルは、「地球上の存在量が稀であるか、技術的・経済的な理由で抽出困難な金属のうち、現在工業用需要があり今後

も需要があるもの（経済産業省）」とされており、希少価値の高い金属です。

レアメタルの確保のためには海外資源の確保や代替材料の開発に加え、資源化・回収技術の開発も重要となります。これら

の技術の評価のために、レアメタルの正確、高精度な分析法は欠かすことができません。

鉱石原料中レアメタルの分析 資源化・回収技術開発サポート

◆ 回収時に随伴する微量有害元素の分析

環境有害元素、U、Th 他
65元素以上の微量定性分析も承ります

（固体試料中ppmレベル）

◆ 回収試験方法の検証（ビーカーテスト）

ご指定条件での回収試験と分析・評価
（成分分析・構造解析・微細形状等）

◆ 回収物、試験溶液中のレアメタル分析

スケールアップ実験のコーディネート

方法 特徴

定
性
分
析

・蛍光X線
分析法
（EDX）

Na（原子番号11）～U（原子番号92）で同定
された物質（＞0.1％）の合計を100%として
存在比を算出します。非破壊で分析できる
のが特徴です。

・ICP質量
分析法
（ICP-MS）

溶液中1ppb、固体試料中1ppm以上の60
数元素の含有レベルを報告します。

定
量
分
析

・湿式分析
・原子吸光
・ICP-AES
・ICP-MS

他

試料に適した前処理法（酸分解、アルカリ
融解、加圧酸分解、マイクロ波加圧分解
他）と、含有量、元素に応じた測定法の
選定により、正確、高精度な分析結果を
ご提供します。

当社は、レアメタルの正確、高精度な分析をお引き受けいたします。
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